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ぎ
ト
て

呼

称

論
の

麓
の

固

腰
的
缶
動
を
幸

優
し

た
に

係
ら

サ
ー

ア

ム

■
ネ

テ
ル

ダ
ム

派
国
際

労
働
組
合
払

加
盟
L

た
ド

イ

ツ

努
周

絶
聯
盟
が

反

戦
聴
罷
業
の

可

能
性

を

否

定
し
+

奥
い

で

フ

ラ

ン

▼
ス

努
働
組

合
紙
聯
含
も

政

府
の

宣
戦
忙

腹

鰭
L
､

こ

の

組
織
行
劫
の

下
フ

ラ

ン

ス

で

竺
人
の

聾
者
も

嘗
者
も

そ
開

戦

音
大

統
領
の

凄

苦
た
ユ

ニ

オ

ン

･

サ
.

㌃

昌
立

L
て

ゐ

る

の

で

あ
■
る
｡

開

戦
後
も
､

特
に

地

方
自
活

程
に

見
ら

れ

た

戦
時

社
食
事
業
等
に

右
の

サ

て
ァ

+

ヵ

サ

ズ

ム

の

本
撼
で

あ
づ

た

螢
働
組
合
穂

聯
合
の

幹
部
は

積
極

的
に

参
加
し
･

大
工

業
都
市
で

は

軍

需
工

業
夢
働
者
を

し
て

戟
季
の

為
替
働
條
件
の

切
下

げ
に

反

撃
広

し

に

望
還
し

め

そ
卜

伝

墾
芸
た
の

も
こ

れ

ら

縫

聯
合
の

禰
導
着
で

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

か

ぐ
て

例
へ

ぼ

哉
季
第
一

車

盲
の

努
働
時

間
は

十
二

時
間

を

下

ら

忽

か

つ

た
･

の

で

あ
つ

て
､

誠
に

第
+

攻

大

戦
前
の

サ

ン

デ
ィ

カ

町

ズ

ム

の

フ
一

㌃
ス

■
に
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け
る

思
潮
的
支
配

.=
大

戦
と

共
に

忽

琴
亡

し
て

事
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イ

ギ
ザ
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に

潔
い

て

も
､

轟
働
組

合
の

公
認
な

か

か

し
ド

イ

ツ

に

於
い
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も
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で

あ

少
､

イ

ギ
り
■
ス

予
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所

謂
｢

産
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休
戦
+
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聾
の
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盛
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の

放

棄
と

戦
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に
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け

る

既

得
螢
働
條
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の

停
止
と

は

イ

ギ
り

ス

労
働
観
合
.
の

代

革
だ

る

努
働
組
合
合
議

〆

･

賢
才

雪
頂
洛

､

文

例
へ

ぼ

警
末

期

誓
不
安
の

中
心
地

と

き
完
英
重
工

業
地

帯
の

鹿

馨
働

瑠
の

帝
に

溜
荒

海
軍

需
労

働
武
勇
軍
の

結
成
す

ら

行
つ

て

ゐ

る

の

で
■
ぁ

る
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ひ
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､
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モ

貸
本
主

義
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民

経
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に

批
判
的
態

度
を

と

少
､

国

際
車
義

的
行
動

長
原

し

た

組
織
努
働
は
､

園
を

奉
げ
て

の

戟

}

■

季
に

直
面

す

る

や
､

直
ち

に

そ
び

自
由
主

義

的
主

張
を

停
止

し
て

我
等
に

参
加
協
力

す

る

の

で

あ

斗

そ
の
■
類
型
は

社
食
薫
や

イ
ン

タ

ー

ナ

シ
ョ

ナ

ル

や
の

感
動
の

存
在
に

も

係
ら

ず
､

第
一

次

大

戦
に

於
い

て

一

つ

の

戟
季
と

組

萩
労
働
の

開
係
の

類
型
と

し
て

示
さ

れ

た
の
.

で

■

や
る
｡

謂
ひ

か

へ

れ

ば

努
働
｢

ぎ
政

策
の

基

本
と

L
て
･
イ

ギ

呈
を

中

心
･
に

成
長
し

た

努
働
組
合
は
､

螢
働
者
の

組

裁
と

し
て

の

本
腰

.
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が
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右
の

如
き

意
味

紅

於
い

て
∴

目

由
主

義

経

済
過

程
で

失
ひ

難
き

中

核
鰻
と

L
で

獲
得
し
て

き
■-
冗

個
別

経

済

性

払

停
止

L

∵
軍

需
生

産
の
一

要
素
と

L
て
■
他
律
的
紅

境
定
せ

れ
る

労
働

方
+

と

し
て

の

木

琴
鑑

中

心

に

動
く
▼

る
｡

働

く

資
は

第

芸
大
戦
時
把

溌
け
る

程
明

確
で

な

く

∵
丈

第

表
大

戦
時
に

於
け
る

程
蟄
属

せ

る

螢
働
組
合
を

諸

､

つ

た

時

に

於
い

七
ゞ

あ

れ
､

普
彿
戦
争
に

も
見
ら

れ

た

如
く
で

あ
つ

て
､

第
一

次

大

戦
晦
に

始
め
て

痛
烈
に

紅
脅

で

虹
あ

る

け

れ

ど

も
､

要
は

自
由
経

済
過

程
に

潜
け

る

我
等
時
の

努
働
者
政

策
め

存
立

條
件
の

類
型

堅
不

し
た

と

ー

/

働
..
｢

者
+

､

政

策
の

謂
は

㌻

停
止
と

も

云

ふ

べ

き

戟
李
下
の

傾

向
に

封
し
､

琴
一

次

大

戦
の

展

開
は
そ

の

開
戦

嘗
時

注
目
さ

る

べ

き

現

象

低

次
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で
､

右
の

類
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自
由
経

済
と
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敬

呈
糾
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す

る

限

ゎ
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於
い

て
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数
寄
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聾
生

す
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と

云

ふ

現

象
も

.
亦

繹

鹸
の

上

に

示
し

た
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で

あ

る
｡

そ

し
て

茸
に

か

ゝ
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矛
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に

基

ズ

困
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の

聾

■

も

亦

此
の

類
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つ

意
義
が

第
+

攻

大

戦
に

於
い

て

明
確
化
さ
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た
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で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

哉
季
末
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控

腐

螢
働
と

の

関
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ひ

ろ
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敢
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に

意
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の
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に

と

少

あ
げ

ら

れ
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と
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第
一
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め
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め

ら

れ
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云
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あ
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｡

生
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｢

労
働
力
+

的

顧
鮎
と

経

済
生
餌
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働
･｢
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.
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績
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故
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､
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積
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的
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労
働
｢

者
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意
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部
に
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働
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式
を

受
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入

れ
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瞥
も

係
ふ

ず
､

戟
寧
め
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と
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改
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唇
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感
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出
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さ ･皆 性 の が ぼ 第一

1

由 ゝ 一叉 政 な -

者
一 事 れ か に 場 反 な 二

_
こ 経 る あ 策 レ ー

政 次 が た ゝ 於 合 復 ら に の 済 分 わ に か
ナ

雲豪富笠島笠
一

筆 書監督筐臣
′

雷管与 ㌔ 革
中 的 化 は 黙 認 攻 如

0 ′
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‾′
格 別 か も 野 草

心 特 す な の や一義
'一基至芸警で

■
砦

■
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■

嘉男
､
衰
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■く

･
･

位 は 囲･･ け 受 前 的 働 .
季 反 を 室 得 原 廣

'

し
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慧姦･一芸警. 麓

〉
て

で 政 大 の の た 於 の
_
者 の 偏 戟 固 い 終 着
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′
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る
･

′
の -

､

勢 あ
.

一 て で 策 ､ 働･ 的一統 経 は し
‾策-

｡

間 穿 と つ ･ 攻 こ あ の 者 に 制 済 主
､

は ノ

題 働 は て 大 れ 少 閑 政 急 追 間一 散 一推
事

と- 尊 か
､

戟 が 得 聯 策･_ 遽
程 の 的 つ 賢
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一
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‾
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新 大 さ 政 敢 顧 大 ゞ 去 現 ･ 由
と 慮 分 た

■‾
-

た さ れ 策 て の 戦 野 ､

つ は 樫 ′ L さ ･ 離
し

な れ _
､

は 努
＼ 上 の 働 た - れ 済

‾て れ す
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る 叉 ‾
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乞

∵

.
一
書

ノ

′

弊

警
告
を
主

警
蓋
し
て

嘗
に

協
力

し

た
･
が
､

そ
の

労
働
者
の

努
鰍

＼

｢

者
+

的
組

警
し
て

の

敵
蔵

警
放

賢
芸
で

●

は

な
い
々

帝
き

ゃ
フ

ラ

ン

ス

に

つ

き

例
を

示

し
■
た

如
く
､

か

ゝ

る

努
働
着
め
番
働
｢

者
+

的

組

織
鰹
と

し
て

有
力
に

哉
季
経

済
の
一

機
構

と

庖

つ

て

敷
い

た
の

で

曽
つ
｡

労
働
條

件
の

停
止

も
､

軍

胃
努
衝
の
■
組
織
匠
■
も

組
敷
と

し
て

の

潜
働
組

合
が

動
い

た

れ
ぜ

こ

そ

あ

つ

た
の

で

あ

ゎ
､

そ

の

瀧
絨
を

負
ふ

て

指
導
者
蓮
は

戟
渾
遂
行
の

政

治

機
構
の

中
紅

公
け

風

加
は
つ

た
の

で

あ
る
｡

云

ひ

か

へ

れ
ぽ

以

釆
自

由
競

一

事
切

必
廉

的
横
棒
上

し
て

私
的
に

存
在
し
､

私
的
に

認
め

を

れ
て

き

た

夢
働
者
の

紅
綬
が

努
働
着
た
る

職
分
の

組
織
と

し
て

我
等
統
制
機

構
に
■
公
ゼ
に
■
と

わ

入

れ

ら

れ
､

公
け
の

地

位
が

既
興
さ

れ
た

の

で

あ
｢
る
｡

各
種

公

的
な

鮭
澱
に

は

勿

論
､

屡
ミ

内

閣
の

重
要
分

雷
迄
努

､

働
鮭
合
の

代
表
者
が

螢
働

笹
A
ロ

の

代
廣

者
七
L
て

と

歩

奉
げ

ら

れ

た
打

で

あ

竜
一
こ

れ
は

労
働
力
の

生

産
力
聾
揮
の

島
野
働
者
の

人

と

し
1

て

の

日
華

性
に

於
け

る

職
分
聾
揮
が

不
可

鉄

琴
?
こ

と

が

重

要
成
さ

れ

潅
ゝ

め

に
■
外
か

な
ら

キ

努
働
組
合
の

地

位
は

私
の

取
引

機
関
工

乞

超
え

る

高

き
■
｢

人
+

的

観

桜
に

迄
あ

げ

ら

れ

た
の

せ
あ
■
る
｡

ふ
ゝ

る

環

象
は

過

去
の

労
働
者
政

策
の

及
び

痔
な

か
つ

た

新
し
い

†

展
開
で

あ

ゎ
､

而
も

そ

れ

は

前
記
の

如
き

努
働
｢

力
+

政

欝
の

急
激
な

展

持
上

相

伴
■つ
.て

草
生

す
る
.
の

で

あ

る
｡

∴

し
て
､

特
に

戦
後
に

於
い

て
､

国
際

螢
働
接
閲
､

各
種

形

饅
の

最
高
経

済
合
議
観
桜
､

囲

鰹
契
約
の

親

潮
此

等
の

諸
現

象
什

二

暦
明
ら

か

に

か
ゝ

る

粗

描
努
働
の

地

位
の

敢

合
此

を

示

し

た
の

で

あ

る
｡

だ

が
､

然
ら

ば

か
ゝ

る
二

つ

の

傾
向
､

労
働
政

策
は

労
働
力

政

策
む

基

調
と

す

る

愚
挙
下
の

統
制
､

そ

の

背
複
に

新
た

な

方

向
へ

の

展

.

賂
を

示

す

労
働
者
政

策
ト

こ

写
は

相
互

に

如

何

警
固
連

を

持
つ

か
｡

麿
螢
内
部

竺
生

産
要
素
と

ト
て

従
巌
的
地

讐
謂
は

ゞ

琴
化

す

る

の

が

前

者
の

修

向
で

あ

む
､

黙
ろ

す
し
て

人

的
に

虻
舎
的
町

猶
〕

且

的
な

自
己

規

制
性
あ

ヤ
∵

す
る

の

が

後
者
の

傾

向
で

あ

る
｡

こ

の

′

.

3

喪
は
ゞ

物
カ
と

L
て

の

把
起
と

社
食
的
人

格
と

し
て

の

把

握
と

は

前

者
が

強

化
さ

れ
ゝ

ぼ

さ

れ
る

宥
両

者
は

背
馳
す

る

傾

向
を

示

す

±
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然
ら

ず
と

す
名

な
ふ
ぼ
､

･･

自
由
寮
寧
の

面
で

個
別

経

済
国

子

に

自
由
を
輿
へ

+
㍉

廃
っ

て

努
働
者
は

努
働
者
と

し

て

の

主

題
性
に

遜
い

て

虜

威
力

革
念
■
を
背
働
者
戟
念
に

碓
屡
せ

し

め

る

傾

向
を

窺

て
持
つ

や

あ

ら
■
号
音
れ

心

因
民
経

済
的
に

労
働
力
を

生

産
力
.
と

し
て

統
制
す
る

こ

七

と

相
反

す

る

外
か
は

な

く
､

か
ゝ

る

琉
制
に

反

し
て

濁

そ
の

意

思
の

阜
ゝ

紀

勢
働
條
件
を

主

張

し
､

労
働
季
議
を

敢
て

す
る

で

あ

ら

う
｡

′

か

く
て
ノ
l

第

表
大

戟
の

穿
働
凝
制
は
｢

労
働
政

策
を

主

観
此
せ

し

め
､

､

■
そ
の

強

力
な

構
成
に

よ

カ

従
釆
の

労
働
者
政
策
と

の

間
に

矛

′

ヽ

盾
し
っ

ゝ

相
伴
ぼ

ざ

㌃

を

得
ざ
る

こ

と

を

明
ら

か

に

し

た
｡

｢

客

撃
と

L
て

わ
政

策
封
象
∵
｢

主

題
+

と

し
て

の

政

策
封
象
､

こ

の

二

者

の

周
博

存
在
が

第
一

■
攻
大

哉
以

頚
の

労
働
政

策
の

新
た

な

形

ち
で

あ

カ
､

而
も

自
由
経

済
的
虹

第
. 一

次

大

勢
は

こ

の

相
反

す

る

方
向
と

別

別
に

動
く
政

策
動
向
を

蘇
合
的
に

統
一

し

得
ず
し

て

経
つ

て

ゐ

る

の

セ

あ

る
㍉

以

上
の

如
く

第
一

次
大

戦
は

国
民
経

済
の

構
造
的
展
開
と

経
済
に

於
け
る

主

観
の

か

ゝ

る

展
開
把
握
と

の

間
に

存
じ

た

政
行
の

為
に
､

.

問
題
の

廊
決
で

牢
し

に

そ
の

呈

示

に

経
つ

字
こ

云

ひ

得

を
こ

野
間
題
へ

の

解
決
は

今
次
の
■
第
二

攻
世

界
戟
に

持

越
き

れ
る

写
挙
る
｡

∴

併
し
､

そ

れ

紅

も

係
ら

ず
､

か
ゝ

る

童

歌
の

前
に

第
一

女
大

戦
と

第
二

次

大

磯
と
の

間
の

客

観
の

展
槻
は

第
一

次
大

戦
の

示
し

た

穿
働
政
･

策
の

新
し

き

あ

カ

方
を
■
漸
次

示

し
っ

ゝ

あ

汽
･
そ
の

主
観
此
は

促
■
が

さ

れ
つ

ゝ

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

こ

の

主

観
他
の

過

程
偲
ヒ
っ

の

段
贋

に

於
い

て

示
さ

れ
る
｡

第
一

竺
九

二

〇
年

代
､

諸

賢
戦
前
へ

町

複
願
の

意

味
に

於
け

る

戦
時

よ
わ

平

時
へ

の

再

儲
の

基

し

き

努
力
の

･
5

時

期
で

雷
-

垂
一

竺
九
三

〇
年
の

世

鼻
琴
慌
後
の

節
制
経
済
通

雀
の

時

廟
で

あ

う

そ

し
て

こ

の

第
一

の

時

節

誓
ノ

ら
こ

の

新
し
い
･

m

.
戟
畢
七

血
統
苛
傲

一

⊥

ひ

も
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l

､

恭
一

∵

♯
･ タ

書

一
√

f
ィ

.ゝ

,と
∴
-

㍉

∴
√
ヽ

と
は
､

個

物
町

良
由
を

本
義
と

す
る

十
九

世
紀
的
組
織
穿
掛
政

策
に

卸
し
1

ヽ

■ヽ
群

済
的
統
制
を

新
に

課
す

る
こ

と

を

息
ふ

券
妙
音
政

軍
㌧

･

Q
∀

■
､
ュ

･
が
､

■
戦
時

協
力
へ

の

報
償
､

･

埜
附

へ

■
の

復
串
を

庶
則
と

し

た
一

九
二

〇

争

傭
各
賞
匪
に

於

写
す

ら

必

感
化
せ

る
こ

と

を

泉

し

た

と

古
株

ね
ば

な

ら

な
い
｡

-

‥

.

｡

の

時
期
に

は

多
く
の

後
進
諸
国
で

は

英
国
の

前
掛
に

よ

る

害
衆
の

登
園
風
食
漸
策
が
■
追
随
的
に

と

ゎ

車
折

ら
■
れ

る

の

を
見
る

の
■
や
か

る

潮
､

そ

れ

に

為

係
ち

ず
､

そ
の

英
国

町
政
に

国
民
経
済
構
造

的
に

十
九

軌

範
的
原
則
か

与
歩
動
く
こ

と

の

必

罫
を

俄
に

こ

の

姦
策

堅
不

ピ
た
の

で

あ

ゎ
､

克
二

七

年
立

蕗
の

意

象
は

単
な

る

保
守

真
の

反

動
と

与
て

看
過
L

得
ざ

る

意

義

を

持
つ

の

で
居

る
ヶ

▲
t

■
以

上
の

如
き

室
田

に

封
し
､

■

壷
の

上
に

於
い

て

も
､

明

確
に

嘗

泰
の

嘗
働

蓼
策

町
新
た

な

質
的
樽

苦
興
へ

る

も
の

は
1

を
ニ

℃

一

句

年
の

世

界
恐

慌
む
動
因
と

t
て
一

般
化
さ

れ
た

諸
国

民
経
済
の

統

制
此
過

程
で
･掛
る

∴
で

し
て

第
一

次

大

戦
下

堅
不

さ

れ
た

労

働
力
政

策

と

労
働
者
政

策
と

の

綜
合
が

憩
に

漸
く
評
題
と

し
て

と

少

奉
げ

ら

れ

る
｡

＼

統
制
経
済
過

程
の

展
開
の

動
因

は

国
民
経
済

的
に

必
ず
し

斗
で

は

な
■
い
｡

社
食
問
題
か

董
励
因

と

す

る

る
ソ

聯
､

フ

ァ
ッ

シ
ョ

骨
太

利
､

恐
慌
を

鼻
動
因
と

サ

る

ド

イ

ツ
､

ア

メ

芸
∵
フ

ラ

ン

ス

等
が

あ

れ
､

そ

れ

ら
の

何
れ

の

囲
も

更
に

複
段
に

彗
丁

齢

強
力

海
動
因
と

し
て

祭
ら

れ

る
■こ

と

芸
ふ

革
も

な
い
｡

併
し
､

か

ゝ

る

動
因
の

異

濃
､

そ

れ

に

封

應
す

る

主
観
の

内

容

菅
､

積

雪
れ
る

節
制

の

模
様
な

少

虹

個
胡
的
な

相
異
を

聾
生
せ

し

め

る

が
､

･
そ

れ

ら

を

貫
い

て

十
九
世

紀
的
計
由
経

済
､

個

別
的
経

済
要
因
の

自
由
意

思
に

基

く
展
開
に

の

み

経

済
の

展

開
の

原
則
を

ぉ

く
見
坤

に

封
す
る

周
民
経
済
的
修
正

が

動
く
の

を

見
る
｡

経
済
主

燈
せ

し
て

の

家
庭
と

企
業
と

に

執
す
る

国
民
経

済
紅
綬
の

機
能
の

意

識

告
挙
る
｡

廃
つ

て

労
働
に

閲
し
七

も

奮

発
の

分
離
的
､

ノ

■
僻
別
的
見
地

は

修
正

さ

れ

ざ
る

を
得

､

〃

な
小
｡

哉
争
と
▲
軌

夢

中

70
▼
▲′



知

丁
し

J

/

〆

た

･■‥

凍

蘇
1
象
∵
祭
十

三

巷

整
表

第
一

に

努
執
政

策
は

穿
固
着

個
人
の

寛
の

努
働
者
政
策
･
の

告

慧
旦
得

賢
｡

そ

れ
は

辞
令
的

琴
全

燈
と

し
て
■
の

国
民
経

済
の

烏
の

弊

習
政

雷
雲
ね
ぼ

警
ぬ

滋
こ

で

最
政

策

遠
雷
策
一

瞥
竺

管
し
て

芸
濃
ね

ぼ

賢
ぬ
｡

か

ゝ

る

傾

向
は

慨

室
九
二

〇

年
代
組
織

叢
の

内

面

に

も

畢
生

せ

る

意

革
他
の

傾

向
で

雷
､

従
卒
専
已

轟
働
者
と

し

て

の

面
の

み

よ
ゎ

痙
臍

堅
見
た

努

t

働

警
も
そ

の

見
地

是
づ

賢
覧
毒
賢
く

墓
つ

た
と

と

は
､

例
へ

ぼ
一

九
二

〇

年

代
以

降
ド

イ
■ッ

芸
賢
敵
聯
盟

乃
至

昔

.

つ

て

の

サ

ン

デ
ィ

カ

芸
ム

の

本
接

写
り

し
フ

ラ
.
ン

ス

努

雷
合

賂
聯
合
の

網

琴
等
に

も

見
ら

れ

る
｡

併
し
､

こ

れ

ら

嘩
労

働
が

努
働
を

′
臥

な

れ

た

贋

造
頼
政

警
漂
首
を

得
ざ
る

軽
至
つ

誓
と
の

監
で

は

あ
つ

芸
､

組

聾
働
の

従

雲
富
の

行
動
の

軌
道
に

基

本
的
欒
化

を
生

ん

だ

も
の

で

吼

な

か
つ

′

た
｡

∴

′

併
し
+

第
二

に
､

か

1

る

蓋
漂
既
に

第
二

の

展

開
を

改
定
す
■
る
｡

労
働
者
は

国
民
経
済

的
に

は

同
時

纂
働
カ

モ
て

の

国
民
匪

一

済
的

欝
農
法
ば

驚
な
い
｡

琴
働
者

豊
主

に

封
し

て
■
穿
働
僕
件
の

内

部
に

於
い

て

芸
力

量
れ
ぼ

警
の

で

は

雷
得
な

○

い
｡

穿
働
者
の

労
働

九

簑
届
民
酪

票
田
の

面
よ

遥
解
さ
■
れ
る

の
.

で

な

け
れ

ぼ

怒

ら

な
い
｡

で

誇
れ

ぼ
､

例
へ

ぼ

失
業
問
題
混

も

嘗
れ

孟
く
､

■

窒
と

象
働
力

取
引
の

賓

警
鳥
雪
れ

得
な

遠
国
民
経

済
の

霊
的
関
係
の

段

階
に

今

雪
の

で

掌
｡

■l

だ

か

ら
=
こ

そ
､

例
へ

ぼ
テ

イ

ラ

具
ム

の

如

き
､

･

纂
の

夢
働
政

策
の

慧
者

芸
名
誓
蛋
働
カ
の

濫
費

嘉
す
と

し
て

反

封

し

蚤
雪
間
鼠

.-
従
つ

て

謂

警

募
噺
政

策

卜
か

ら

生

れ

賢
…
の

統
制

賢
の

警
雪
ソ

聯

哲
は

そ
の

誓
蓋

･

的
な

諸

肇
本

制
園
批
判
の

場
合
と

異

豊
田

園
内
の

ス

て
サ

ン

の
一

国

琴
曾

羞
建
設
の

過

程
で

竿
メ

芸
的
料

率
的

管
理

法

空
九

三

〇

年

賽
働
者
に

封
し
て

何
の

矛
盾
も

意

誓
言
賛
行
↓
■て

ゐ
l

叉
ロ

シ

ア

の

穿
働
組
合

竺
れ
に

反

封
し

な
い

の

で

あ

る

ァ
社
食

主
義
の

圃
な

ら

ば
､

′

か
ゝ

る

芸
者

㌻
働
力
的

警
監
禁
要
望
告
う

が
､

そ

し
て

又
ソ

聯
の

資
本

量
へ

の

降
服
の

扇
ェoS

ふ
∴

ギ

′
.

､

†

/



弗

一
･

■い〆
■

と

も

雪
ぎ
れ
る

賢
哲
る

ザ
､

′

な

ら

な
い

の

甘

あ

各
｡

■

′

そ
の

ソ

聯

芸
ら
が

ア

メ

リ

カ

的
科
挙
的
背
理

法
の

努

轡
刀

政

雷
政

策
の

有

昔
壷
素
と

せ

ね

ぼ

l
･〇
一

･
各

＼

･

換

言
す

れ
ぼ

溌
制
経

済
過

程
の

男
働
政

策
は
､

･
国
民

経

済
の

展
開
力
感
保
の

寒
一

歩
働
に

周
し
､

奮
発
の

労
働
者
政

策
を

纏
摸
し

得

＼

ず
､

■
努
働
を

努
働
カ
と

L
て

統

制
す
る

面

を

新
潅
に

黎
生

せ

し

め

る

と

共

に

て

れ
を

政

策
の

重
要
な

要
.
因
と

L

て

統

制
を

毅
化

せ

ざ
る

を

痔
な
心
｡

■

∵

た
ゞ

勿

論
く
ゎ
か
へ

す

如

く
か

ゝ

る

傾

向
は

努
働
政

策
に

簸
け

る

労
働
･
｢

者
+

∴

要
因
を

香
み

去
る

も
の

で

は

な
い
｡

か

く
て

如
上

の

傾

向
と

結
合
し
て

琴
物
音
政

策
と

労
働
力
政

策
上

の

新
た

な

結
合
が

考
へ

ら

れ
つ

ゝ

あ

る
｡

そ

れ
は

自
ら

野
働
鮭
合
の

地

位
を

欒
質
せ

し

め

る
｡

そ
の
一

の

例
は

膏
フ

ァ

∵
シ
ヲ

･

伊
太

利
に

あ

る
｡

■

努
働

聖
渥
生

嵐
力

的
職
能
僚
と

見
､

こ

れ

を

雇
主

組
合
と

二

元

的
紅

職
分
国

債

に

構
成
し

､

､

そ

の

重

囲
組
織
の

上

匠

碓
爽
の

衆
議

院
に

代
る

職
能
議
舎
を

す
ら

構
成
す

る
｡

他
の
一

軒
と

t
て

ナ

チ

ス

･

ド

イ

ツ

が

あ

る
｡

■
そ
の

努
傲
戦
線
は

苦
茶
の

ド

イ

ツ

労
働
組
合
絶
聯
合
に

代
る

労
働
囲
髄
で

あ

る

が
､

分
け
の

唯
一

の

弊
働
の

組
織
鰹
の
■
地

位
を

輿
へ

ら

れ

る
■や

併
し
､

経

営
内
で

竺
九
二

面
年
の

措
置

に

よ

少

指
導

者
原
周
が

定

立
さ

れ
､

労
務
者
は

経
営
者
に

忠

誠

豊
首

ふ
｡

且
イ

ィ

ッ

の

職
分
囲

醍
恨

イ

ク

サ

ヤ

の

如

き

政

路

標

力
を

興
へ

あ
れ

す
､

ナ

チ

ス

制
下
の

政

治

機
構
に

嵐
す
る
｡

併
し
､

何
れ
の

場
合
を

間
は

ず
､

猫
伊
共
に

若
衆
の

労
働
組
合
の

不
可

妖
の

展
性
た
る

罷
業
樺
は

香

定
さ

れ

る
｡

故

に

詳

細
の

機
構
を

述
べ

る

暇
は

な
い

が

要
す
る

に

志
さ

れ
る

の

は

畢
在

る

菅
野
働
組
合
の

香

定
で

は

な
い
｡

む

し

ろ

公
け
の

国
民

観
織
の

不
可

映
な
地

位
を

輿
へ

ら

れ

る

意

味
に

於
い

て

は

螢
働

打

紐
絨
的
地

位
が

高
め

ら

れ
て

ゐ

る

の

で

あ

る
｡

併
し

同
時

に

そ
の

存
在
の

理

由
は

自
由
競
奪
取

引

僅
と

し
て

の

個
物
と

し
て

の

意

義
に
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清

輝
遣
の

癖
異
を

見
扱

き
と

な

き

使
件
の

下
で

欧
米
諸
国
の

経

験
は

示

唆

汲
を

も
の

挙
る

を

香

み

難
い
｡

併
し
､

壷
は

日

本
の

場
合
は

以

上

を

以
て

鮭
ら

毎
い
｡
-

そ

れ
は

日

本
統
封
経

済
の

性
療
よ

り

由

発
す

る
｡

哉
寧
経

済
統
制
に

し
て

而
も

大

国
内
層
導
的
国
民
摩
済
へ

の

統
制
た
る

臥

木
枕
制
経

済
は
､

一

方

戟
寧
と

凝
林
野
掛
に
.つ

き

筆

者
の

所

謂
労
務
統
制
の

循
象
性

原
則
紅

於
け
る

諸
因
子
に

哉

学
的
順
膚
を

草
生
せ

し

め

る
と

共
に
､

他
方
経

済
に

於
け
る

経

常
､

鼓
術
､

労
務
の

人

的
要
因
新
二

倍
化

す
る

勤
労

/

意

鼓
と

措
導
的
民
族
努
働
の

意

識
と
の

把
握
並

に

そ

の

鯉
践
此
を

必
要
と

し
､

こ

れ

ら
の

重
要

羞

晋
儲
行
の

諸
要
請
と

の

現

賓
.
に

於
け

る

結
合
は

日

本
的
現

軍
潔

地

盤
と

す

る

勤
労
統
制
の

成
立

に

よ

ら

ざ

れ

ぼ

不
可

能
で

あ

る
｡
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